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発表内容 近年、薬剤耐性菌の検出が問題になっている。今回、福井県で分離され

た腸管出血性大腸菌（EHEC）の薬剤耐性状況を把握するために、平成 19

年から平成 28年までの 10年分の薬剤耐性状況を調査したので報告する。 

平成 19年 1月から平成 28年 12月までの 10年間に、当センターで分離

および搬入された EHEC383株中の 221株を検査に供した。薬剤感受性検

査は、ストレプトマイシン（SM）、クロラムフェニコール（CP）、シプロ

フロキサシン（CPFX）、アンピシリン（ABPC）、ホスホマイシン（FOM）、

ゲンタマイシン（GM）、セフォタキシム（CTX）、カナマイシン（KM）、

ナリジクス酸（NA）、スルフィソキサゾール（SU）、ＳＴ合剤（ST）、テ

トラサイクリン（TC）の 12 種類のセンシディスクを用いてディスク拡散

法にて行った。 

EHEC 株に占める血清型の割合は、O157 が 156 株（70.6％）、O26 が

31株（14.0％）、O121が 8株（3.6％）、O145および O103が 6株（2.7％）、

O111 が 3 株（1.4％）、その他の O 群が 11 株となっていた。EHEC 全体

としては、28.1％が何れか 1 つ以上の薬剤に耐性を獲得していた。血清型

別の薬剤耐性率（5株以上得られた血清型のみで比較）は、O145が 66.7％、

O26が 25.8％、O157および O121が 25.0％、O103が 16.7％であった。

薬剤別の耐性率は、SUが 17.6％で最も高く、次いで SM 16.7％、ABPC 

14.5％、TC 11.3％の順であり、この 4剤が他に比べて高い耐性を示した。 

今回の調査では、EHEC治療に用いられるニューキノロン系薬剤に耐性

を示す株は見られなかった。また、EHEC治療に多く用いられるホスホマ

イシンについては、5株が耐性を示した。その内訳は、O26が 3株、O111

および O165が 1株であり、O26でやや多い傾向がみられた。EHEC治療

に大きく寄与しているホスホマイシンに耐性を示す株が検出されたことか

ら、今後も、薬剤耐性の状況を継続的に確認していく必要がある。 

 

 

 


